
第２回 東北生態系ネットワーク推進協議会を開催 H30/2/27 東北地方整備局 河川環境課

モデル地域の1つである北上川・鳴瀬川流域の
水辺環境の現状や、地域の自然資源を活かした
六次産業化の取組みを視察

［日時］平成30年2月27日(火) 12：15～15：10

［場所］宮城県北部地域（伊豆沼、蕪栗沼ほか）

［出席者］26名（東北生態系ネットワーク推進協議会
の委員11名、オブザーバー・事務局15名）

東北における、多様な主体との連携による河川を基軸とした広域の生態系ネットワーク形成に向けて第２回「東北生態系ネッ
トワーク推進協議会」及び現地視察会を２月27日（火）に宮城県大崎市内等で開催した。

伊豆沼（栗原市）
宮城県伊豆沼・内沼サンクチュアリセ
ンターにて、沼の生態系回復の取組
み等について説明を受けた。

現地視察会の概要

第２回協議会の概要

蕪栗沼（大崎市）
ガン類等の大型水鳥類の飛来状況や、
蕪栗沼をテーマとした環境教育プログ
ラムや人材育成の取組み等について
説明を受けた。

六次産業化の取組み（登米市）
有限会社伊豆沼農産（登米市）において、
伊豆沼のススキから採取した乳酸菌を活
用したサラミ、ハスの成分を活用した化粧
品の開発等について説明を受けた。

東北全域を対象とした、河川を基軸とする生態系
ネットワークのマスタープラン「東北生態系ネット
ワーク基本計画」及び、モデル地域における生態系
ネットワークの取組み方策を整理したアクションプ
ラン「行動計画」の枠組みについてご議論をいただ
いた。

［日時］平成30年2月27日(火) 15：30～17：30

［場所］宮城県大崎合同庁舎 １階大会議室
（宮城県大崎市古川旭4丁目1-1）

［出席者］37名（東北生態系ネットワーク推進協議会の
委員12名、オブザーバー・事務局等15名） 

［主な議事］

・東北生態系ネットワーク推進基本計画（案）について

・モデル地域の推進行動計画枠組み（案）について

・今後の進め方

開催風景
座長 宮原育子 氏

（宮城学院女子大学 現代ビジネス学部長）

［主なご意見等］

・多様な主体との連携を図る上で、取組みに参画するそれぞれの主体に「自分（たち）に何ができる
のか、どう関われるのか」を示していくことが大切。

・自然を守るだけでなく、豊かな自然がもたらす恵みを上手に活かす知恵を皆が出し合い、実践して
いくような取組みができると良い。

・基本計画では、目標が達成できたらそこで取組みが終わるのではなく、地域をより良くしていくため
に、将来に向かって取組みを継続していくことが伝わるような表現にしてはどうか。

・多様な主体がそれぞれの役割を担いながら、東北全域の生態系ネットワーク形成に向けて一丸と
なるための目標を、キャッチフレーズのような形で示してはどうか。

・モデル地域における取組みのシンボルとなる生きものは大型水鳥類以外に、地域の生態系を指標
し、地域で愛着のあるものを選定する視点が大切。

ハスの成分を利
用した化粧品
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